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学位論文要旨
日本近代の都市形成史。発達史を考える際、軍隊の駐留ならびに軍事関連施設の存在は極めて大き
な要素のひとつといえよう。城下町を前身として近代的発展をとげた地方中核都市(県都）の多くは、
とくにこうした色彩が濃い。このような都市においては、軍隊ならびに軍事関連施設の存在や、軍事
的な要請に基づく都市整備の分析をぬきにして都市の形成や展開を語ることは出来ない。なかでも旧
陸軍の「師団司令部」が設置された諸都市は、いわゆる「軍都」と称され、さまざまなレベルにおい
てその軍事的特徴が刻印されてきたものといえよう。本論文は、このような「軍都」という視点から
近代の都市をとらえなおし､軍事的な諸条件をめぐる都市構造の問題を､とりわけ戦死者をめぐる「慰
霊空間」の歴史的な特色から検討するものである。
一般に、死者を弔い霊を慰める場合、具体的な慰霊の対象となるのは、代々の墓碑や仏檀、位牌な
どに拠る祖先の霊、あるいは氏神など、「イエ」共同体に属した産土神である。しかし、国家神道の
強い影響下にあった戦前期の日本にあっては､戦死者の霊魂＝「英霊」に対して慰霊行為を営む際に、
特定の場所が設定されていた。すなわち、忠魂碑。忠霊堂での慰霊祭、共同墓地や墓碑（合葬碑）
での慰霊式典、招魂社｡護国神社における招魂祭などである。これらの｢場所｣は､いわば｢慰霊空間」
と呼ぶことができよう。本論では、戦死者慰霊に関する施設の立地と展開（移転。廃止）が、近代都
市においてどのような様相をみせるのか､｢軍都」に特徴的な､師団管下の「陸軍墓地」および｢招魂社」
を軸に検討している。
本論文は三編構成とした。第一編第一章「『｢軍都」論」では、「軍都」という視点から近代の都市
をとらえなおし、軍事的な諸条件をめぐる都市構造の問題を歴史的｡空間的な特色から検討している。
その際、「軍都」におけるさまざまな地域性の分析を､都市景観の変貌や都市空間（構造）の変化（都
市類型論）をたよりに検証、陸軍師団の創設とそれにともなう都市の空間的変貌の諸相を明らかにし
た。とくに「軍都」金沢の特色をみるうえで、全国各地の「軍都」の創設と場所性に関して、その成
立事情と諸相を略述している。第二章「『城下町」から『軍都』へ」では、「軍都」における空間占有
の問題を、各師団衛戊地の諸相を対象に、主に城下町空間の変容という視点から概観した。その際軍
事施設の設置に着目、中心地機能、すなわち都市プランの骨格の形成に関し城下町の地域構造の特質
である地域制に焦点を合わせ検討している。とりわけ「軍都」金沢における空間的変容の様態を、軍
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事関係施設の空間利用の観点からあとづけた。第三章「『軍都」における『慰霊空間」の諸相」では、
招魂社や護国神社、軍人墓地、あるいは忠魂碑。忠霊塔など、戦死者慰霊に関する施設の立地と展開
が、近代都市においてどのような様相をみせるのかという問題を考えている。
第二編第一章「｢招魂」の空間」では、石川県を対象に招魂社制度の地域的な変遷をたどり、同制
度が民衆意識の形成（統制）に果たした役割につき検証した。その際、金沢郊外卯辰山で行われてき
た招魂祭は、明治二十年代半ば頃から都心に位置する兼六公園内「明治紀念標」の前で開催されるよ
うになる。第二章「明治紀念標の建設」では、西南戦争後の明治十三年に建てられた「明治紀念標」
の性格と建碑をめぐる諸問題をとりあげた。その際、全国の銅像型慰霊碑の系譜のなかで、金沢の紀
念標の位置を明らかにし、とりわけ銅像のモチーフに、「記紀神話」の英雄「日本武尊」の図像を選
定するに至った背景を検証している.第三章「招魂社の変遷」では、招魂祭の実態と金沢市内中心部
への招魂社の「遷移｣、さらに「石)Ⅱ護国神社」への「改称」過程をあとづけた。とりわけ、「遷移」
が必要な課題と意識された歴史的な背景を招魂社遷移運動そのもののなかに検証した。第四章「護国
神社の創設と展開」では、「－府県一社制度」の形成に至る神社界ならびに内務省ほか関係各省の動
向を検討している。このような護国神社制度の特徴は、いかなる社会的背景を反映したものであった
のか。このほか占領期の護国神社､さらに「営内神社」の存在とその実態に関して検証した。補論「台
湾神社の創設」では、植民地下、台湾神社の創設をめぐる経緯について言及している。
第三編第一章「陸軍墓地の創設と展開」では、陸軍埋葬地の創設過程に関して紹介した。「軍都」
金沢の陸軍墓地は郊外の里山野田山に設けられ、西南戦争。日清戦争-以降は合葬墓碑という形をとっ
た。これら軍人墓地の墓碑。合葬碑には、いかなる慰霊意識が投影されてきたのか。墓地空間の構成
と特徴を確認する。第二章「忠霊塔及び忠魂堂建設運動」では、招魂社遷移問題と平行して昭和前期
に展開した、「慰霊」をめぐるもう一つの半官製運動、「忠霊塔建設運動」について分析した。これよ
りさき納骨堂を含む仏教的色彩の濃い慰霊施設として､全国各地で慰霊堂や忠魂堂の建設がみられた。
ここでは金沢における忠魂堂の性格､さらに招魂社や招魂祭維持講との関係を紹介した。第三章「｢慰
霊空間』と民衆意識」では、地域社会における「慰霊空間」の認識の様相を検証すべ<、招魂社と陸
軍墓地の近世期以来の立地に関する背景（条件）を考察した。いわば「軍都」の空間認識ともいえる
心的空間の諸相である。そのほか民衆意識の一端をうかがうために、戦没者慰霊にかかわる習俗や民
間信仰について論及している。軍国社会の進展、戦時体制の強化という過程は、－面で伝統的な社会
習俗の強調という事態をもたらしたが、反面、民俗的な地域社会の伝統との共存という点で、しだい
に乖離する傾向をみせるようになる。こうした点をふまえ、最後に、戦争によって「民俗社会」がい
かに変質したかという問題について考察した。
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論文審査結果の要旨
本論文は近代日本の都市史研究のなかで，「軍都」という新しい視点で地方中核都市を捉え直し，
さらにそこにおける軍事的な諸条件をめぐる都市構造，さらには戦死者をめぐる「慰霊空間」という
民俗学的な視点も自己の都市論に組み込んで考究した意欲的な研究である。具体的な実証の場は，著
者が約２０年間在籍した石川県歴史博物館学芸員の仕事を通じて獲得した数多くの史料。情報を駆使
して，都市金沢を主な対象としている。
本論文の構成は以下の通りである。まず序論「慰霊」の場をめぐってでは本論文の２つの主要キイ
ワードである「軍都」「慰霊空間」の研究史整理を行っている。第１部「軍都」論と「慰霊空間」は「軍
都」論，「城下町」から「軍都」へ，「軍都」における「慰霊空間」の諸相，の３章構成てある。第Ⅱ
部「招魂」の空間は，招魂社の創設と招魂祭，明治紀念標の建設，招魂社の変遷，護国神社の創設と
展開の４章と，補論台湾神社の創設からなっている。第Ⅲ部は「慰霊」のコスモロジーで，陸軍墓地
の創設と展開，忠霊塔及び忠魂堂建設運動，「慰霊空間」と民衆意識，そしてまとめとなっている。
本論文は論文博士（文学）として審査が行われた。昨2002年３月には審査と並行して，本論文は
著書として既に出版されている。その著書に対して，これまで３つの書評がなされているが，基本的
な欠陥は指摘されていない。都市史研究者からはこの本康の「軍都」研究が「今後の歴史学に大きな
影響を与える」と評され，宗教学・宗教史研究者からは本康の「軍都」を「宗教的都市として設定」
する問題意識に，「共感」するという賛意が示されている。また「朝日新聞」（2002年１２月２９日付）
では，２００２年書評委員の年間推薦図書の－冊に数えられている。しかしながら，とくに後者は一般
書としての評価で，本審査委員会は博士論文。学術研究として適格かどうか，厳格な審査を行った。
メンバーを拡大した検討会を２度開催し，近代都市史。日本前近代史。教育史専門家，地理学，社会
学のスタッフなど幅広い研究者からの検討と意見を得た。それらも参考としつつ，審査委員会として
の見解を以下にまとめて述べる。
まず，本論文の成果として次の３点を積極的に評価する。第１は，近年，日本近現代史研究のなか
で都市史研究は大きな進展をみせ,戦前日本資本主義の構造と関わらせた研究や論争も展開している。
そのなかで軍事都市の性格に注目することの重要性は何人かの論者によって示唆されてきたが，本論
文によって初めて本格的に研究されたといえる。特に類型論として「軍都」を論じ，それら都市間の
序列と比較という視点での分析は，本論文の都市史研究に対する大きな貢献である。
第２は戦役者の慰霊の場を「慰霊空間」と捉え，その「慰霊空間」の構築と「利用」が国民統合の
機能を果たしたという指摘は一定の説得力があり，その実証を従来の対象であった靖国神社。忠魂社
レベルから招魂社，さらには軍人基地という著者独自の対象にまで拡大し，それらの設立と展開を県
内の具体的史料に基づき検討した意義は評価される。
第３は都市金沢の研究水準を大きく引き上げた点での評価である。加賀藩の大城下町が明治維新以
来どのように変貌したかの研究は，全国の地方中核都市の近代化を捉える場合に重要な位置を占めて
いる。従来は伝統的都市｡城下町の近代化という視点での論述が有力であったが,本論文は「軍都」「慰
霊空間」というキイワードによって，幕末維新期から戦間戦前期を通じて論じており，その学術的意
義は評価されなければならない。加えて，戦争の民俗学ともいうべき新しい問題関心から，多くの史
料を発掘提供してもいる。
以上は学術的成果の面での評価であるが，本論文に対する審査や多方面からの論評。書評を受ける
過程で，若干の問題点も指摘された。その主な論点を整理すると以下の３点となる。
第１は「軍都」を中心に置いた本論文の都市論をめぐる問題である。軍事関連施設や「慰零空間」
の検討という問題提起は認めたうえで，都市構造論からの切り込み，都市における階層分析，軍隊と
市民生活との関連性などの方向からの分析の不十分さが指摘された。第２は，この点が最も議論を呼
んだ点でもあるが，「慰霊空間｣，あるいは叙述上からは「慰霊のコスモロジー」（第Ⅲ部）という課
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題設定をめぐる問題である。ここでは地理学からのアプローチ（とくに空間について）との相違につ
いて，「空間」と場との相違に対する疑問，「コスモロジー」という新しい民俗学的方法の用語定義も
含めた未消化な点などが指摘された。第３は「慰霊空間」を媒介としての国民統合論をめぐる問題で，
本論文の国民統合論の把握について，「慰霊」との関係で地域サブリーダーの役割「慰霊」と地域に
伝統的な真宗（仏教）との関連などの検討の不足が指摘された。
しかしながら，これらは本論文の評価をいささかも低下させるものではない。以上の諸点はいずれ
も大きな研究課題ともいえるもので，著者の今後の研究進展を期待しての問題指摘と受けとめること
ができる。さらに付言すれば，本論文が新しい都市史研究をこころざし，さらに「戦争のフォークロ
ア」ともいうべき分野も取れ入れようとした学際的な研究姿勢も含めて高く評価されるべきであると
の意見は，審査委員だけではなく拡大検討会参加者，さらには書評者のほぼ一致したものであった。
以上の審査から，審査委員全員は本論文は博士（文学）として合格であるとの判定を行った。
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